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P1 −37−6　ART に お け る GnRII　anta　gonist自己注 射 の 有 用 性 の 検 討
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【目的】近年，recombinant 　FSII 製剤 の 普及 に よ り不妊 症 治療 にお い て 自己 注射 を用い る機会が増加して い る ，一
方で，高度

生殖補助医 療 （ART ＞に お け る GnRH 　antagonist 製 剤併用時 に は recombinant 　FSH 製剤自己 注射に よ る通 院 の 負担軽減 とい

う利点が 活か され ない ．今 同，GnRII　antagonist 併用 ART 症例 に お い て GnRH 　antagonist 製剤 の 自己注 射指導 を行 い ，　GnRH
antagonist の 院内投与症例 との 臨床成績を比較検討 した．【方法1 院 内倫 理 委 員会 の 承認 の も と，2009 年 ll　N か ら 2010 年 6
月の 期問で 同 意を得られ た 25症 例 につ い て 封筒法 を用い 自己注射群 と通院注射群 の 2群 に 分類 し，そ の 成績 を検討 した，【成
績】自己注 射 群 12例，通 院 注射群 13例の

’li・均年齢は 36．  ± 3．6歳 33．9 士 5．4歳で あ っ た．採 卵 に到 っ た の は そ れ ぞ れ 6 例，
7例 で あ っ た．キャ ン セ ル 症例 は全て 反応性不 良の た め で あ り，早発 LH サージ を認め た症例 は存在 しなか っ た．各群 の 検査
デ
ー

タ ： 刺激開始時の FSH　4．47　±　2．84mlU．！ml ，6．83 ±5．18mlU ，／ml ，　 FSII製剤使用 景 2258± 7631U，2318 ± 6621U，採卵 決 定

時 LII値 1．82± 1．60mlU！m ［，1．99 ± 1．24mlU ，採卵決定時 P 値 1，03± O．67ng，iml ，0．89± 0．23ng，，’ml で あ っ た．採卵個数は そ れ

ぞ れ 14．O ± 13．2 個 と 13．3 ± 8．4 個で，い ず れ も有 意 差 を認 め なか っ た．【結 論】GnRH 　antagonist 　eefflは 使用方法の 教育 に よ り安

全 ・確実な自己 注射が 可 能で あり，recombinan τFSH 製剤 との 併用 で 使用者の 通院負担を軽減す る こ とが ロ」
’
能 で あ る．

Pl−37−7　第 1 胚 分 割 異 常胚 の 発 生 頻度過少 は Pregnancy 　lossの 危 険 因子 で あ る

豊橋 市民 病院 総合 生殖医療 セ ン タ
ー−1，豊橋市民病院

2

安藤寿夫
【．廣渡 芙紀

tt

，芳川 修久
Z
，向　麻利

2
，諸井 博明

！，寺 西 佳 枝
：

，横 iH夏 尸，矢 野有貴
2
，高橋典于

：

，岡 出真由美
2
，

若原靖典
L
．河井通泰

z

【目 的1 タ イム ラ プ ス シネマ トグラ フ ィ
ー

（TLC ）に よ っ て 評価可 能 な 第 1胚分割異常 （Crumblc ）が著 しい フ ラ グ メ ン テー
シ ョ ン そ の もの で あり胚発生 予後 不 良 とな る こ と よ り．Crumble胚 を優先的 に 除外 して 選択的単

一
肱移植 （eSET ）を行うこ

との 有効性 が提唱さ れ て い る．そ こ で，Crumble胚 出現 の 多少が eSET の 妊娠予 後 に与える影響 につ い て 検討 した．【方法1タ

イ ム ラ プ ス イ ン キ ュ ベ ーター
（顕 微鏡 内蔵型 イ ン キ ュ ベ ーター）シ ス テ ム を用 い て ，所属医療機関 （倫理 委員会承認済）に お

け る連続 281新鮮胚移植周期 か ら止常受精 で あ る こ とを予 め確 認 し た Il30分 割 期胚 す べ て の 第 1胚分割を TLC を用 い て

解析 しな．2〜4 日 目の eSET を原 則 と し，　 Crumble胚 は胚 移 植 候 補 の 最下 位 と した．こ の うち 4 個以 ヒの 分 割期 胚 が 得 られ

て eSET を行 っ た 109周期 （Crumble胚 頻 度 27．9％）に つ い て ，　 Crumble 胚割合 40％ 以 上群 （H 群）36 周期，同 15％ 以 上

35％ 未満 群 （N 群 ）33周期 ，同 15％ 未満群 （L 群）39 周期 に 分 け て 検討 した．各群の 症例背景は 同等だ っ た．【成績】生化学
的妊娠率／臨 床妊 娠 率／児心拍陽性率／生産率は．H 群 33％／3396六13％t．t

「
28％ ，N 群 34％，，

’
34％ ／2596／2596，L 群 36％！

〆28％／2196！
15％ だ っ た，3 群 の 比 較 で は，統 計 学 的 有 意 差 は 無 か っ た．一

方 で，L 群を他 の 2群 と比 較す る と，受精率 が 高 く （88．6％

vs ．815％ ；P ＝0．005），生 化学的流産も含めた pregnancy 　lossが （57．1％ vs ．21．7％ ；P ＝0、03）高率だ っ た ．【結 論】Crumble
胚 を可 能な 限 り除外 して eSET を行えば，そ の 割合の 多少 は新鮮胚移植の 妊娠予後不 良因 了

一
で は ない ．Crumble胚 の 割合が 少

ない 症例 で は，受精及 び 着 床前胚 発 生段 階で の 有益 な淘汰が 生 じに くくな っ て い て，結果 と して pregnancy 　lossが 多 くな る 可
能 性 も推 察 さ れ る．
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【目的】血 液検査 に よ る 同腕染色体の 保因 者は 健児獲得が 困 難 とさ れ るが，同腕染色体が 原因 と考えられ る 反復流産 に関 し，
性腺 モ ザ イ ク の 診断と着床前診 断 （PGD ）の 適 応 に つ い て 検討 し た ．【方法】遺伝相談外来 に受診 した，同 腕 染 色 体 が 流 産 検体
か ら確認 さ れ た反復流産の 3 症例を検討した．【成績】症例 1）4経妊 1経産，46．XX，1 〔21）（q10 ）の ダ ウ ン 症児を出産しt
さ らに 同型 の 出生 前診断 に よ る 人工 中絶の 既 往 が あ る が，両 親の 末梢 血 染色 体検査 は 正 常核 型 の た め，性腺モ ザ イ ク と考えら

れ た．症例 2）5経 妊 1経産，46，XX の 児 と 46．　XY ，　i （21）（q10）の 児 の 妊娠歴が あるが 肉親の 末梢血 染色体検査は 正 常核型

に て，偶発 的発 生 か 性 腺 モ ザ イ ク と考 え ら れ た ．上 記 2 症 例 は ，PGD 対象 の 重 篤 な疾 患 とは認 定 さ れ な い 可 能性 が あ る が，
染色体転座 に起因す る習慣流産と解釈す る と PGD 承 認 の 可 能性 が残 さ れ て い る．しか し，性腺モ ザ イ ク の 診断 に は 配偶子の

染色体分析が 必要 と なる．精子 は検索可 能 で あ る が，卵 の 診 断は PGD が 必 要 と なり倫理 的承認が 必 要で あ る．夫婦片 方の み

を 検査 し た 場 合，保 因 者 が ど ち らか をふ せ られ ない 倫理的問題も生 じる．　
・
方，3経妊 0経産 で 3回 流 産の うち 2 回，流産検

体染色体検査で 46，XX ，　i （13）（qlO ） を 認め た 症例 で は，両 親 の 末 梢 血 染 色体検査 で 片方に 45，　XX ，　i （13）（q10）を認め，性
腺モ ザ イ クの 可能性は 低く，健児獲得 は 困難 と考 え られ た，本人の 希望が 強く，PGD の 倫理 申請をした が承認 に至 ら なか っ

た．【結論】同腕染色体 の 性腺 モ ザ イ ク の 可能性が あ る 場合は ，性腺 に 正 常核型 の 配 偶 子 が 存 在 す る こ と を証 明す る こ とが 求め

られ，現在の PGD 対象 に適合する か否かの 具体的な議論 が必要 で あ る．
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